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口臨床教育学基礎演習1(皆 藤章 ・矢野智司)
 臨床教育学の基礎 となる 〈考え方〉〈思考法〉を、演習 というスタイルをとお して体験的
に学んでい く。
 教育を巡 るさまざまな事象について、受講生がみずからの興味 ・関心を率直に 「語 る」こ
とから始めたい。そ して、個々の 「語 り」をとおして、さらに多次元からの多様な意味を も











第1部 臨床教育学 とは何か(臨 床教育学をどのように構想するのか)
第II部 「現場」で考える臨床教育学(教 師 ・授業 ・クラスの意味の作 りかえに向けて)
第皿部 「人間」を考える臨床教育学(語 り・身体 ・作法 ・超越か らみた臨床教育学の可能
    性)
 以上の三部に分けて、それぞれに関わる臨床教育学の基本的な文献を読む。
  H6  臨床教育人間学 第6号(2004)
■臨床教育学講読 演習1(吉 田敦彦:大 阪女子大学助教授)
 ホ リステ ィ ック(Holistic<holos>whole, heal, hoiy)な 教育 に関す る英語文献 を講読
す る。Holistic Education Review 所収 の諸論 文、 J. Millerの 未 邦訳 の著作Education
and the Soulあ るい はNurturing our Wholeness等 か ら受講者 の関心 に配慮 して文献 を選
ぶ。英語読解(鍵 概念 につ いては訳語 にもこだわ る精読)と 併 せて、 内容 的な コメン トも積
極的 に行 う。(「ホ リステ ィック教育」については吉 田敦彦著 『ホ リステ ィック教育論』 日本
評論社を参照。)
■臨床教育学講読 演習II(吉 田敦彦:大 阪女子大学助教授)
 ホ リステ ィック(Holistic<holos>whole, heal, holy)な 教育 に関す る英語文献 を講読
す る。Holistic Education Review誌 所収 の諸論 文、 J. Millerの 未 邦訳 の著作Education
and the Soulあ るいはNurturing our Wholeness等 か ら受講 者 の関心 に配 慮 して文献 を選
ぶ。英語読解(鍵 概念 について は訳語 にもこだわ る精読)と 併せ て、 内容 的な コメン トも積
極的に行 う。(「ホ リステ ィック教育」 については吉田敦彦著 『ホ リステ ィック教育論』B本
評論社 を参照。)
■臨床教育学概論1(皆 藤章)
 臨床教育学の基本的な考 え方 について概説する。
 学 問には通常、 当該 の学 問が成立 して きた歴史的経緯 があ り、概論 は通 常そ うした歴史的
経緯 か ら説 き起 こ し、 当該 の学問が どの ような発展を辿 って今 日に到 ってい るのかを講 じる
というスタイルで進め られ る印象を受講生は もっているのではないか と思 われる。本講義 で
もそう した スタイルを もち ろん重視す るが、 それ以上に、臨床教育学 とい う学問が包含す る
「人間の生 」 という動態 に着 目し、 そ こに 「いかに関わ るのか」 とい うよ うな、われわれの
側 の在 り様 に焦点づけてい きた い。
■臨床教育学専門ゼ ミナール1(皆 藤章 ・大 山泰宏)
 人間の表現 によ るさま ざまな素材 に主体的 ・主観的に関わる ことを とお して、かかわ る主
観 ・主体の側か ら素材 を 「語 る」 というプロセスを演習す る。素材 に対 し距離 を とって客観
的に理解 してい く従来 の科 学的な思考法ではな く、そ こに 〈私〉 を入 れ込 んで素材 に関与 し
たときに開かれて くる地平 を 「語る」 という方法論で展 開 してい く。
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 参加者は、一度はかならず発表すること。探求の対象 となる素材を、個々がみずから見出





■臨床教育学専門ゼ ミナール且(矢 野智司 ・田中毎実)





小説から新聞記事にいたるまで、「教育」というテーマの物語 は日々語 られている。 この教
育の関係についての物語を 「教育についての物語」と呼んでみる。さらに、教育学研究の領
域では、近代理念が批判 されるにしたがい、「教育」 もまた近代の理念 「大きな物語」にす
ぎないということ、そして教育という物語は正当性を主張する根拠をもっていないことが論
じられ もした。 このような 「大きな物語」としての教育の物語を 「教育という物語」 と呼ん
でみる。
 教育の物語を、実践レベルで交わされる 「教育における物語」 と、その実践 レベルを語 る
物語としての 「教育についての物語」 と、その 「教育についての物語」をまとめあげる 「教
育という物語」 という、抽象 レベルの異なる三つの物語の複合体として捉えたうえで、演習
では、物語の批判的吟味にとどまらず、「物語」がいかに自己と世界との関係を構成 してい
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 したがって、 この講義では受講者 にも能動的な参加が要請されることになる。




 生成と発達の教育人間学:自 己に対立する課題を克服するや りとりを 「経験」と名づけ、
「経験」することによって自己がより有能なものへ と漸次成長 してい く過程を 「発達」 と呼
んでみよう。そして、自己が自己と世界 との境を失い溶解する在 り方を 「体験」と名づけ、
「体験」 によって自己が変容する瞬間の在 り方を 「生成」 と呼んでみる。最初の系は、普通
「教育」 と呼ばれているもので、基本的には共同体の内部で成熟 した大人になっていく人間
の変容を言い表している。後の系は、「喜びにあふれる遊戯」や 「非知に触れるノンセンス」
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■臨床教育人間学特論1(集 中講義)(高 橋勝:横 浜国立大学教授)
 本講義では、主に1980年 代以降の ドイツにおける教育人間学の多様な展開を考察 しなが
ら、経験、 ミメーシス、主体、他者などの鍵概念が、人間形成を読み解 く問題群 として、ど
のように構成され、浮上 してきたのかを検討する。その際に、 フッサールの現象学、ハイデ
ガーの基礎的存在論を、現代の教育人間学の方法の基底をなすものとして考察 したい。
 具体的には、Ch,ヴ ルフ編著 『教育人間学入門』(玉 川大学出版部、2001年)、 Ch. Wulf:
Anthropologie der Erziehung,2001(現 在翻訳中)、その他の文献資料を使用 したい。

























主体的に 「語 る」 ことから、「人間とは何か」「『生』とは何か」 というテーマを、臨床教育
学の問いとして引き受けることを試みる。
 授業の最初の回に、発表者のスケジュールを決定し、発表者は予定 された回にそれぞれの
興味 ・関心領域から上述の内容に即 した発表を行って、その後ディスカ ッションしていく。
したがって、発表の素材は基本的に受講生が見出すことになる。なお、修士一回生は卒業論
文(提 出論文)内 容とそこからの展開について、博士一回生は修士論文(提 出論文)内 容と
そこからの展開についての発表を基本 とする。
■学校臨床学演習(集 中講義)(皆 藤章 ・倉光修:大 阪大学教授)
 基本的に 「事例研究」を中心に進めていく。ここで言う 「事例研究」とは、臨床心理学が
伝統的に行ってきたスタイルをかならず しも意味 しない。学校現場で生 じているさまざまな
事態そのものが 「事例」であるという認識に立って、学校現場における生徒との個々のやり












に必要 と思われる文献を読んだり、メディア教材を活用したり、 フィール ドワークなどの体












ている。賢治の作品のなかには、宇宙 と交感する人の姿が しば しば描かれている。 この宇宙
は多岐に渡 っており細やかなリストに仕上げることができるだろう。星座、銀河系、鉱物、
植物、昆虫、動物、さらに雲 ・霧 ・雨 ・風 ・雪といった大気の諸相……。この交感の体験の
表現を実現 しているのが、賢治の擬人法である。動植物のみならず、鉱物のような無機物で
さえも、賢治の世界ではまるで人間のように言葉を話すのだ。賢治の擬人法は、通常の擬人
法のモノローグとまった く正反対のポリフォニー(多 声法)の 語りを可能にする生の技法で
ある。
 賢治の擬人法は、人間の声だけが語る世界を、多数多様な存在者たちの多声がたがいに響
きあう世界に変えて しまう。この技法は賢治によって 「心象スケッチ」 と名づけられた実験
的な生の技法によっている。 しかし、それは人間中心主義にたって、世界を主観化=人 間化=




 本実習は、昨年度に開講 した 「臨床教育実践学実習1」 の内容を引き継ぎ発展 させていこ
うとするものである。心理臨床に関する研究プロジェクトに関わることを通 して学びを展開
してい くという、research-basedの 実習であり、参加者 には能動的な参加が必要とされる。





に関する研究 一 事例研究法の開発的研究を通 して(The Study on the Commitment of







 本実習は、昨年度に開講した 「臨床教育実践学実習H」 の内容を引き継ぎ発展させていこ
うとするものである。
 前期の 「教育相談学実習1」 の成果、および学会発表の結果をふまえ、心理臨床家の事例
への関わり方に関する研究を進展させてい く。受講者は、「教育相談学実習1」 を受講 して
いることが望ましく、授業内容もそれを前提に展開される。
 ここでは、実際に自分たちで作成 した映像 メディアを、実際に事例研究法に応用 ・実践す
ることで、参加者の心理臨床家としての視点や関与を醸成することを主たる目的とする。ま
た、映像メディアにもとつく事例研究法だけでなく、レジュメによる発表方式や、インシデ
ント・プロセス法をはじめとする、他の形式の事例研究法に関しても検討を行いたい。
